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部　長　桐　原　慎　二

仲村総括研究管理員は定年ご退職され、長根主任

研究員がふるさと食品研究開発センター、佐藤技師

がむつ水産事務所にそれぞれ転出いたしました。平

成18年度には、山田嘉暢主任研究員、高橋進吾主

任研究員、小向貴志技師を迎え、佐々木非常勤労務

員、工藤非常勤労務員とともに、以下の試験研究を

進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

１．日本海沿岸の藻場造成と磯根資源維持管

理技術の開発

ハタハタの産卵場、エゴノリの着生基質、ウス

メバル稚魚の育成場として、本県日本海沿岸漁業

生産の上重要な役割を果たしているホンダワラ類

藻場の造成技術を検討します。また、クロモ、ア

カモク、ツルアラメなど地域の特産品となる海藻

について養殖技術を開発します。関連事業：岩崎

漁港自然調和型事業調査（岩崎地先）、前潟関連

調査（車力地先）、ほんだわらが育む豊かな海づ

くり試験（大戸瀬地先）、海藻の幸による清らか

な海の里づくり試験（深浦町地先）、多機能静穏

域関連調査（大戸瀬地先）

２．陸奥湾沿岸の藻場造成と磯根資源維持管

理技術の開発

アイナメの産卵場、カレイ、メバル、カニ類の

育成場、ナマコ、ウニの餌料として漁業生産の上

重要な役割をもち、また、水質、底質浄化機能を

通して市民生活にも不可欠な役割を果たしている

陸奥湾沿岸のアマモ類藻場を造成する技術を開発

します。また、近年価格上昇に伴い漁獲量が増加

したナマコについて、安価で大型な人工種苗量産

技術を開発すると共に、資源管理手法を検討しま

す。関連事業：陸奥湾スゲアマモ藻場移植調査

（川内地先）、ほたて貝殻を活用した豊かな海づく

り事調査（平舘、野辺地、脇野沢、大湊地先）、

ナマコ資源の培養による清らかな海の里づくり試

験（川内地先など）。

３．津軽海峡－太平洋沿岸の磯根資源維持管

理技術の開発

コンブ漁場、アワビ、ウニの餌料として、津軽

海峡から太平洋沿岸で重要なコンブ藻場につい

て、効率的な「磯焼け」回復技術を開発するとと

もに、磯根資源や漁場の管理手法を検討します。

また、コンブ、アワビ、ウニ増殖場の効果的な利

活用手法を検討します。関連事業：海の森回復技

術開発試験（八戸、三厩、石持地先）、海の恵み

を生み出す増殖場再生事業（八戸、東通、風間浦

地先）、人工石材活用コンブ増殖試験（石持地先）、

尻屋磯根資源調査。

４．そ の 他

これまで技術開発を進めてきたエゴノリ、スジ

メ、チガイソ、アオワカメ、ガゴメなどの海藻種

について、引き続き関係機関に採苗技術を指導し

てまいります。

磯根資源部

■庶務担当　主査　佐
さ

藤
とう

節
せつ

子
こ

“風光明媚な増養殖研究所で、良い空気を吸い

ながら、心身ともにリフレッシュしよう”。当初

の私の目論見はどこかに行ってしまった、この

１ヶ月。早く、外の空気が吸えるよう、希望を

持って仕事に臨んでいる今日この頃です。（もと

農村整備課）

■研究調整監　塩
しお

垣
がき

優
まさる

八甲田連峰の東裾野にある十和田市の内水面研

究所から２年ぶりに海に下って参りました。かつ

て、通算23年間居たところとはいえ、魚類の栽

培関係が長かったので、ホタテガイを初め多様な

海の生き物との会話を楽しみにしております。こ

のたびは所帯も大きく、分掌事務も多岐に亘り、

困難に直面する場面が出てきそうですが、関係者

皆様方のお知恵、ご支援を賜りますよう切に願い

上げます。

■磯根資源部　主任研究員　高
たか

橋
はし

進
しん

吾
ご

このたびの人事異動で磯根資源部に配属とな

り、磯焼け関係を担当することになりました。初

めての勤務地ですが、はやく慣れて皆様に役立つ

研究に努めていきたいと思います。（もと青森地

方水産業改良水産業改良普及所）

平成18年度新メンバーより一言
（アイウエオ順）
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平成18年度青森県水産総合研究センター増養殖研究所職員配置

所　　　長
（田村眞通）

総 務 管 理 監
（高谷文昭）

研 究 調 整 監
（塩垣　優）

魚 類 部 長
（工藤敏博）

磯根資源部長
（桐原慎二）

階 上 町 駐 在
（栽培漁業振興協会）

総括研究管理員
ほたて貝部長
（小坂善信）

試験船なつどまり
（山田雅治船長）

総括研究管理員
浅海環境部長
（三津谷正）

庶 務 担 当
荒田　茂主査、佐藤節子主査、
久須美信樹主事、鹿内長一技能技師

◎今井美代子主任研究員、
小野寺陽子主任研究員、
高坂祐樹技師

◎吉田　達主任研究員、山内弘子技師、
川村　要技能技師

◎中西廣義研究管理員、小泉広明技師、
廣田将仁技師、鹿内満春技能技師

◎山田嘉暢主任研究員、
高橋進吾主任研究員、小向貴志技師

高橋宏和技師、尾鷲政幸技能技師

機関長（立花勝雄）、
二等航海士（高木広美）、
甲板員（星野元紀）、
機関員（高屋敷一成）

◎副部長

■栽培漁業振興協会　階上町駐在　技師

高
たか

橋
はし

宏
ひろ

和
かず

４月より下北地方農林水産事務所むつ水産事務

所（現：下北地方県民局農林水産部むつ水産事務

所）より階上にある栽培漁業振興協会階上町駐在

となりました高橋です。

むつでは、普及員として協会からのヒラメ、ア

ワビの放流に立ち会っていましたが、これからは

生産現場に身を置き、一から頑張っていきたいと

思いますのでよろしくお願いします。

■総務管理監　高
たか

谷
や

文
ふみ

昭
あき

水産業務に携わるのは初めてですが、東京・大

阪事務所勤務の際に市場調査で来られた職員・漁

業関係者等を水産担当の代理で朝早く卸売市場に

たびたび案内したことがあります。この度も総務

担当として皆様のお役にたてるよう努めて参りた

いと思っております。（もと東地方農林水産事務

所）

■魚類部　研究管理員　中
なか

西
にし

廣
ひろ

義
よし

今回の異動で青森地方水産業改良普及所から魚

類部に配属になり、マダラを担当しております。

魚類部は10年ぶりの出戻りですが、沖から帰港

する笑顔に輝く漁業者の顔を夢見て頑張ります。

■魚類部　技師　廣
ひろ

田
た

将
まさ

仁
ひと

今回の人事異動で総合販売戦略課から増養殖研

究所魚類部に配属となりました。魚類部の業務は

全てが初めての体験で、毎日、勉強です。幅広く

水産業を考えることができるよう、少しずつ努力

していきたいと思います。

よろしくお願いします。

■なつどまり　甲板員　星
ほし

野
の

元
よし

紀
のり

県職員として開運丸に採用されて、６年間甲板

員として仕事に従事してきました。転勤は初めて

で、緊張しています。出身は、野辺地町です。

養殖関係の仕事は初めてですが、新たな気持ち

で一生懸命頑張りますのでご指導方よろしくお願

いします。

■磯根資源部　主任研究員　山
やま

田
だ

嘉
よし

暢
のぶ

階上町の栽培協会から異動になりました。５年

間魚類部に在籍していましたが、今度は磯根資源

部で海藻類の採苗を担当することになりました。

どうぞよろしくお願い致します。




